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お客様受電設備情報

伝送システムの開発

総合的な電力系統運用を目指す

1 1 、ンステムの構成

システムは、 お客様の受電設備梢報

（遮断器 、 断路器 、 リレ ーの動作状態

など）の情報をいったん電力所へ伝送

する述隔監視装罪とその情報を制御所

または給霊所へ伝送するための編集機

能をもった中継装招から構成される。

(1) 8カ所のお客様を1回線で伝送

少ない保安通信線で情報を伝送する

ために 、 中継装既からお客様に設骰し

た遠隔監視装罹に順次送信要求し 、 情

報を収集する方式とした。

これにより1回線に最大8台の遠隔

第1表遠隔監視装誼

通僭速度 l,200b/s 

消費笥力 IOVA以下
sv情報 13点
TM情報 2 •:,t 

SV:遮断器、 断路器、 リレ ー などの動作状態
TM：有効・無効霞力岱の表示

特別高圧受電設備をもつお客様の受電設備運転情報（遮断器、断路器、リレ ー な

ど）は、電話連絡により収集している。電力系統を総合的に運用するには、 リア

ルタイムの情報収集が必要である。そこで、お客様との間に設臨されている保安

通信線を利用して受電設備情報伝送システムを大倉電気株）、諒東芝と共同で開発

した。伝送時間およぴ性能を検証するため、フィ ー ルド試験を行っている。

監視装骰の収容が可能となり、 保安通

信線の効率的な使用を図っている。

(2) 伝送時間は4秒以下

お客様受電設備情報を迅速に伝送す

るため 、 遠隔監視装置と中継装習の問

をできるかぎり高速化した。

この結果 、 お客様から制御所または

給電所のコンピュ ー タまでの伝送時間

は4秒以内で伝送される。

21 FDの情報伝送も追加

システムは 、 地中送電線供給のお客

様に設置した送電線故障区間検出装窟

(Fault Detector : FD) の梢報伝送に

も適用が可能であり 、 お客様の受電設

備情報と併せて伝送することにより 、

迅速・的確な系統運用が期待される。

31
遠渦装醤自身の運転情報も

伝送

遠隔監視装笛は、 リチウム砥池を内

蔵し、装逍用鼈源の停電補償(50時間）

をしている。また、 装沼自身の停電惜

報や運転情報を中継装置に伝送し 、 常

時監視を行っている。

（制御通信部通信技術課）

第2表 中継装諮の仕様

収 容 数 30カ所（お客様）

遠隔監視装沼側
回線接続数 6回線
端末収容数 8台／l!!I線
通償方式 半2前ポーリング）i式
伝送容窟 90ワ ー ド
回線接続数 6回線ゴンピュ ー タ側
通信方式 CDT方式
通信速度 1,200また（ま600b/s
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第1図 お客様受電設備情報伝送ヽンステム
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